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鉄系磁歪材料の逆磁歪

アルミニウム合金は磁歪定数 3/2
、希少金属を含まず、安価な原料コストが期待されることから、

期待されている。当該デバイスには、

。一般に、金属バルク結晶からのチップ切断には、放電加工法が用いられるが、切断

時の熱歪みによる材料の劣化や、加工コストが多大になることが課題となる。本研究では、マイ

法）による鉄-アルミニウム

ったので報告する 
の作製には、高周波加熱型

x5 mm2のスリットを有する

の金属原料を投入し, ルツボ周囲に設置したカーボンパイプを高周波誘導コイルに

より加熱し、原料を溶融した。雰囲気は Ar
アルミニウム合金結晶を種結晶に用い、

成長を行った。得られた合金結晶を図１に示す、結晶化率約

晶の作製に成功した。得られた結晶について、

磁歪定数を評価した結果、

、組成分析、デバイス試作等に関しては、当日発表を行う。

IEEE Transactions on 
Journal of Alloys and Compounds

鉄合金結晶の写真

結晶の形状制御作製と磁気特性評価
 

aluminum alloys and evaluation of 

 

C&A2，東北大金研
南谷保 5、上野敏幸
横田有為 1，大橋雄二

, Mototaka Arakawa
Masao Yoshino2,3, 

, Akira Yoshikawa
, IMR, Tohoku Univ.

Kanazawa Univ.
kamada@imr.tohoku.ac.jp

の逆磁歪効果を利用
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